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別紙

委員長　　　　開会宣言
副議長　　　　あいさつ

町長　　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。

議案第30号

委員長　　　　まず、本委員会に付託されました、議案第30号平成22年度長久手町一般会計補正予算（第１号）を議題といたします。議案第30号について執行部の説明を求めます。

財政課長　　　議案第30号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第30号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

加藤委員　　　緊急雇用で４つある。本会議でも質疑の中であったが、ハローワークを通じてやるとのこと。町内の人に募集をかけてできないか。
産業緑地課長　緊急雇用の創出は、ハローワークを通して広く募集をかけることが原則になっています。そこの中から、今現在、働いてなくて仕事を探す間の６カ月の雇用で募集するものです。
加藤委員　　　この補助金には条件がついているのか。
産業緑地課長　前述の条件がついています。
加藤委員　　　緊急雇用でトータル12名だが、条件つきはおかしい。事業が済んだ後は県にどのように報告するのか。
産業緑地課長　事業が済んだ後、それぞれの事業について県に報告します。
加藤委員　　　その中で、ハローワークからの募集で、これだけの人数で期間募集をかけて、このような事業をやったと報告するのか。
産業緑地課長　ハローワークが条件になっています。その旨を内容に記入して県に報告します。
丹羽議員　　　時給にしていくらになるか。
安心安全課長　安心安全課の防犯街路灯台帳作成委託は、時給ではなくて国土交通省に出している技術員の基本的な日給で積算しています。測量技師や普通作業員だとかそれぞれの職種にあった日給は公表されているので、その単価を勤務日数に掛けています。
土木課長　　　土木課の公共土木施設環境美化事業委託は、賃金については町の臨時職員の清掃単価を基準にして積算をしています。
まちづくり協働課長　まちづくり協働課の多文化共生実態調査業務委託は、民間資料の物価資料を参考にして通訳翻訳等の単価を基準に日給を計算しています。
計画課長　　　計画課の屋外広告物現況調査委託の人件費は、国土交通省が定める測量技師及び普通作業員の単価を使用しています。

加藤委員　　　事業項目はあらかじめ決まっているのか。
産業緑地課長　決まっているのではなく、県から２次補正予算が成立したということで追加募集があり、その都度町としては各課に募集をかけました。
加藤委員　　　補助金ありきで無理やり作ったみたいな感じがする。防犯灯台帳や屋外広告のデータベース化は既にやっていなかったのか。例えば、防犯灯は町内のどこにあるということは役場として位置はつかんでいたのではないか。ワット数の確認等も含んで地図に落とすということだが、もう地図に落としていたのではないか。
安心安全課長　防犯街路灯は平成15年に各自治会が管理していたものを町がもらった。その時点で各自治会から台帳に相当するものをもらっている。しかし、現場とその台帳の乖離が激しく、また、台帳上基本となるのが、電柱の受電状態です。現場と電柱番号の相違があり、引き込みのあるポール柱等は別になります。同じ電柱で２本３本引いてあるのがあり、同じ電柱番号で３本ある等、そういったものの位置等は引き継いだ時点でもらっていませんでした。そういったものが3,500灯ほどあり、管理する上で住民から電話で報告を受けたものと台帳と合わないものが非常に多く苦慮していました。日々更新で直しているが、完全に一致しない状態で管理していた。このデータベース化をきちんと直そうということで今回お願いをしています。
総務部長　　　予算編成時に既に２次補正があることは産業緑地課から聞いて了解していました。どのようなものをこの事業として町でまとめるかという論議もしていたが、当初予算に関しては既に査定が終わっており、予算書が作成に回ってもう追加はできませんでした。その部分で平成22年度に関しては、ため池台帳や公図デジタル化等を実施しました。２次補正が国会を通った中で、今まで論議をしてきたものを再度中に入れて、県とも調整して今回の４事業を補正に合わせて追加をしました。降ってわいたということだけではなく、前から論議をしてきて補正があって追加しました。
川合委員　　　それぞれの予算に対して人数が割り振ってある。全てが人件費だったら結構な金額になるが、人件費が占める割合はどのくらいか。
財政課長　　　この事業については、総事業費の内の50％以上が人件費でなければいけないという条件があります。まちづくり協働課の多文化共生実態調査業務委託は、事業費に占める新規雇用者の人件費の割合は50.4%、安心安全課の防犯街路灯台帳作成委託は、事業費に占める新規雇用者の人件費の割合は53.8%、土木課の公共土木施設環境美化事業委託は、事業費に占める新規雇用者の人件費の割合は52.4%、計画課の屋外広告物現況調査委託は、事業費に占める新規雇用者の人件費の割合は50.7%となっています。
川合委員　　　これは期間として６カ月か。
財政課長　　　６カ月以内です。各事業、雇用期間が５カ月のもの、６カ月のもの、３カ月のものもあります。

水野竹芳委員　　雇用期間だが具体的に何カ月か。

財政課長　　　　多文化共生実態調査業務委託は雇用期間が３カ月、防犯街路灯台帳作成委託は雇用期間が５カ月、公共土木施設環境美化事業委託は雇用期間が５カ月、屋外広告物現況調査委託は雇用期間が６カ月を予定しています。
委員長　　　　他にございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第30号平成22年度長久手町一般会計補正予算（第１号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第30号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第31号

委員長　　　　次に議案第31号長久手町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第31号について執行部の説明を求めます。

人事秘書課長　議案第31号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第31号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

委員長　　　　ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第31号長久手町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第31号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第32号

委員長　　　　次に議案第32号長久手町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第32号について執行部の説明を求めます。
人事秘書課長　議案第32号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第32号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
吉田委員　　　男性職員も取りやすい状況になっているか。
人事秘書課長　今までは専業主婦で自宅にいた場合は、配偶者である男性職員は育児休業を取れませんでした。しかし、この改正に伴って育児休業を取得することがより取りやすくなりました。
吉田委員　　　人数的にもある程度は、心置きなく育児休業を申し出ることができるのか。

人事秘書課長　時期や職場の状況によっても変わるが、そのような相談があれば、取りやすい状況を作っていくべきと考えています。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第32号長久手町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第32号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第34号

委員長　　　　次に議案第34号長久手町火災予防条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第34号について執行部の説明を求めます。

消防本部総務課長　議案第34号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第34号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

委員長　　　　固体酸化物型燃料電池による発電設備だが、具体的にどのようなものか。
消防本部総務課長　固体酸化物型燃料電池だが、都市ガスやＬＰガスを使った家庭用の燃料電池があるが、そういった燃料から水素ガスを取り出し、空気と酸素とを化学反応させて発電するものです。また、家庭用の固体酸化物型燃料電池ではなく、もう少し前の、固体高分子型燃料電池が今現状主流になっています。その固体型の燃料電池は平成17年９月議会で改正をして、概ね３～４年経過したところで、主流になってきています。したがって、今回の固体酸化物型燃料電池は、技術開発が進み今後３～４年すると商品化されるので、その時に規定ができていないといけません。事前に一定の開発の目途がついたところで、このような規定を設けるものです。
加藤委員　　個室型店舗は町内に何件あるか。
消防本部総務課長　町内には、カラオケボックス、インターネットカフェ、まんが喫茶が合計で６件あります。
加藤委員　　　６件というと各々２件ずつぐらいか。
消防本部総務課長　カラオケボックスが３件、まんが喫茶が２件、インターネットカフェが１件です。
吉田委員　　　その６件の中で、これに合わせて改修していかなければいけない施設はあるか。
消防本部総務課長　現在の６件は、改修の必要がない対象物です。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第34号長久手町火災予防条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第34号については原案のとおり可決することに決しました。

委員長　　　　続きまして、選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する陳情についてを議題とします。意見のある委員は挙手を願います。
　　　　　　　（意見なし）

委員長　　　　お手元にお配りしていますように陳情に対する取り扱いの処理がア、イ、ウ、エの順番になっています。とりあえず採択するかどうか採決してよろしいですか。

川合委員　　　採択ではなくてこの陳情書をどうするかということです。ここの５番に書いてあるが、どの処置をとるべきか決定するということです。ア、イ、ウ、エのどれにするかということを決めてもらうことになります。

委員長　　　　意見のある委員はいますか。

　　　　　　　（意見なし）

委員長　　　　ア、イが採択です。ウが不採択です。まず採択するか不採択かを決めないといけません。
加藤委員　　　採択という意味は、この陳情の趣旨を認めることになる。ここの中を見るとわからないこともある。その説明もなしに採択というと難しい。
委員長　　　　意見を総合するとウの不採択とし、以後の取り扱いについては各議員個々の判断に任せるとしていいですか。

川合委員　　　そうではなくて、陳情は今まではどのように持ってこられようとみなさんに配って終わっていた。それではいけないということで、持参されたものに関しては委員会である程度の審議をしてどうするかを決めることになった。採択か不採択かだが、ア、イでも採択ということではない。
加藤委員　　　ウは不採択である。

水野竹芳委員　イではないか。

加藤委員　　　それぐらいになってしまう。

委員長　　　　みなさんの意見を聞くとイの「陳情の趣旨を一定理解し、当該関係機関に議会に対して陳情があった旨を伝える。」でいいですか。

加藤委員　　　そういうことである。

水野竹芳委員　それぐらいしかない。

加藤委員　　　それを決めるかどうかである。
川合委員　　　当該機関にこういうものがうちのところにあったと伝えればいい。

事務局長　　　そこの中で決まればそれでいいです。

委員長　　　　イの意見でいいですか。

副委員長　　　公明党としては男女平等や共同参画をはかる上で必要な制度と考えています。今多様な生き方ができる社会が本当に豊かな社会と考えています。この反対の陳情に対する意見には反対です。
丹羽委員　　　そうすると多数決でア、イ、ウ、エにするか決めないといけない。

委員長　　　　そういう意見が出ましたので、採決したいと思います。ア、イは採択ですので、とりあえず採択か不採択かということで決を取ります。もし採択に決まればアかイにするということにします。

加藤委員　　　アとイは違う。アは「陳情の趣旨を理解し、当該関係機関に善処方を求める。」、イは「陳情の趣旨を一定理解し、当該関係機関に、議会に対して陳情があった旨を伝える。」である。

委員長　　　　それではア、イ、ウで採決を取ります。アの「陳情の趣旨を理解し、当該関係機関に善処方を求める。」に賛成の方の挙手を願います。
　　　　　　　（挙手なし）

委員長　　　　続いてイの「陳情の趣旨を一定理解し、当該関係機関に、議会に対して陳情があった旨を伝える。」に賛成の方の挙手を願います。

　　　　　　　（賛成：加藤武委員、川合保生委員、丹羽茂雄委員、吉田ひでき委員）

委員長　　　　挙手多数ですので、イの「陳情の趣旨を一定理解し、当該関係機関に、議会に対して陳情があった旨を伝える。」に決しました。

　　　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異議なしの声あり）

ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で総務まちづくり委員会を閉会します。

午前１０時４５分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２２年６月１４日

総務まちづくり委員会委員長　金沢裕次郎
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